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喩
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は
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ク
件
か

っ
碑́
霊
お
ｔ

２
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に
し

ぃけ
っ
て
員
モ
串
二
瀬
し
た
も
の
の

３
９

５
万
円
／
絆

し
か
爵
め
ら

議
策

４
ろ

、
士
地
勢
滞
碁
者
今

特
駒
会
計
神
〓
テ
箪
は
、
当
わ

で
６
確
円
計
上
し
て
い
た

一
般

会
計
か
ら
の
議
ノ
Λ
ク
に
■
准

円
増
犠
す
も
と
い
う
ｔ
の
で
す
。

僣
禾

起
退
め
解
瑠
の
た
仏
毎
年

隊
億
円
（
鍛
り
入
索
伊
“
ネ
像

の
に
、
令
卸
し
て
手
憧
許
上
寸

Б
じ
て
が
Ｍ
題

で
す
。

議
篠
ι
‘ろ
い
う
３
。ろ
は
緯
宅

￥
士
地
に
関
す
Ь
ぽ
村
替
４
一の

時
知
合
計
で
す
。
３
会
計
と
毛

琳
納
回
収
伊
進
ま
ず

、
で

し
付

け
の
よ
り
ぢ
智
船
題
で
す
っ

轟
窯

知
号
ド
児
鷲
十
確
含
鸞

さ
庵
止
す
ち
争
翻
で
り
。
お
＜

の
ホ
屍
智
利
印
し
て
き
た
呻
省
・

争
縫
含
鋪

ｏ
縫
饉
が
引
在
継
伊

ム
ス
い
ち

しヽ
た

あ
督
成
で
キ
一孝

せ
た
。

」譲
繁
π
ユガ
‐
χ
ら
は
鮮
♀
場

宇

ひ
描
鵜
Ｔ
総
で
す

υ
ま
ち
ザ

く
り
＾
小

田
ｔ

解
ヽ
本
＾
終
誠

妹
員
誉

で
な
増
す
べ
き
で
す
。

９
縛
ａ
一肇
案
に
反
対
圏
醐
闘
固
圏

纂
ず
／
ら
、
一
搬
ハ歓計
♂
藤
一
索
得
伊
ぅ
た
て
甲
Ｄ
（
そ
で
す

手
堂

①
民
生
音

―
障
害
者
ケ
７
一
デ
．
％
チ
ｔ
彙
撤
強
は
融
得
で

ホ
Ｉ
Ｌ
等
設
置
促
遂
壼
栗
補
働
一
き
ま
せ
ん
。
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外
お
卜
い
性
ば
こ
と
ＩＪ

じ
づ
も
今
鳳
Ｚ
拠
誰
を
／
れ
げ

独
占
す
ｇ
ｔ
の
で
な
ソ
臣
対
。

譲
γ

響
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４
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■
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寧
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計
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～
へ
の
追
設
ｔ
島
閣

任
せ
に

す

３
行
政

で
県
の
構
力
が
見

た
ま

せ
た
。
興
の
よ一ヽ０
う
よ
ま

に
そ

の
矛
盾
き
現
場
に
丼
ち

憂
心
な
つ
て
す
。
ミ
印

さ

一

ら
に
今
、
大
事
む
こ
れ
て
し

，

ま
し
た
。
そ
颯
ｔ
楚
謝
し
つ
一

っ
、
同
時
に
凍
靖
懲
争
か
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＝

洪
港
党
の
躍
進
も
果
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し
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， 一

こ
そ
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ポ
の
打
開
か
で
キ
↑も

一一

こ
と
ｔ
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の
ぜ
さ
ん
に
表
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一

し
ま
し
た
。
私
は
２
年
率的
ま

＝

て

あヽ
会
の
省
興
ｔ
し
蕉
針

り
、
今
回
ま
た
暫
た
な
顔
ぶ

(そ の 55)

＝
福
祉
の
だ
ｔ
県
隊

に
会
力

で

一
　

畦
客
着

絆
業

所
の
導
絡
会

一

の
会
合

に
出
席
し
ま

し
た

。

＝
理
場
か
ら
は
お

く
の
専
警

て

一
提
実

が
出
さ
添
Ｒ

い
ま
す

。

■
一福
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各
政
は
こ
た

うヽ
に
で
っヽ

“
応
え

て
い
＜
の
か
‐
盲
慧
テ
に

す

向
き
合

つヽ
べ
き

で
す
。
２
月

一

ｏ
県

ヒ
ミ
絡
会

の
来
時議
会
で

＝

直
ぎ
属
の
暉
答
は
、
ほ
て
ん

”曲岬焔
鵜
牌
競
〆

一
果
が
欲
り
ま
せ
た
。

ヽ
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報
酬
型
削
減
十
）潔
ろ

＝
暗
守
冬
編
２
な
が
，
身

な^

＝鼻
蒸
拿
塁
じ
て
く
百
描
導

＝
で
理
現
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回
ら
な
い
理
ギ
ヤ

一
三
―
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の
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耐
グ
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ー
プ
ホ

鰍
封

ヽ、／
・ジ
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資
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¨

奄
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せ
て
い
■
に
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ま
し
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た
。
私
ｔ
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力
で
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莞
り
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絆
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ヒ
新
年
庫

へ
０
課

り
越

し
で
立
一

篤
孫
資
中
，
あ
か
ち
が
広
場
の

■
β
終
計

の
た
め
の
与
気
料
２

０
０
万
円
は
実
告

任
せ
の
計
贔

ど
な
Ь
よ
て
燃
が
あ
り
ま
う
。

主
外
資
中

、
９
５
３
３
う
円

は
、
熟
彙
犠
載
の
お
蠣
端
の
ミ

地
色
雌
、
し
山ヽ
さ
い
公
口
を

つ

て
３
と
い
っ
も
の
で
す
か
、
士
に

り
に
憲
さ
れ
た
か
ら
魅
入
す
ふ

な

で
し
計
画
」
露
璽
選
で
す
。

Ｉ
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よ
う
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ゑ
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、
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〓

と
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で
き
ま
せ
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。
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政
治
ヒ
カ
ネ

・
閣
恭
に
懸
哉
゛

昨
年

末

穫
足

し
た
第

一一暑

督
繕
内

機

に
政
治
と
力

不
ｔ

め
ぐ

ろ
疑

或
柿

鰭
・出

し
、
政

権
担
当
詰
力
が
厳
し
く
閣
ゎ

率
３
早
待
‘
毎
っ
て
い
幸
■

２
月

毬
日
に
亀
甲
震
ネ
相

が
日
の
補
帥
金
交
付
団
体
松
ち

の
献
金
疑
惑
脅
理
樫
辞
在
に
重

い
込
ま
糸
た
直

径
、守
壁
百
旭

の
「
盟
董

」
、
下
村
文
科
趨
に

政
速
ず
Ｃ
規
制
立
違

原
の
凝
い

が
凝
覚
。
続

し、
て
、
螢
鳳
環
境

相
，
上

―ヽ―
裁
な
に
も
、
政
聴
ず

ｅ
ｔ
ム
ぐ
Б
撻
さ
か
築
覚
。
３

‘
諮
、
恐
酬
金
の
交
付
に
つ
し、

て
「
知
ら
裸
か
っ
た
」
「
カ
ネ

は
逗
し
た
」
と
球
ソ
遅
す
ぼ
伊

り
で
、説
雪
一兌
任
ｔ
輿
継
長

う
と
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書
せ
た
。
毎
鳥
首
相

は
、
「
任
金
貢
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は
ス
に
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る
」
と
竜
う
ｔ
ａ
の
「
何
が

間
鐸
侮
い
，
し
た
て
と
印
き

適
、
て
し‐
ま
す
。
一（
音
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に
し
て
、
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久
ら
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檸
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り
Ｐ
・。こ
た
た
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摯
衆
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強
τ
′
，，し
て
、今
す
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に
企
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献
金
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面
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渡
超
恙
Ａ
馨
冒
奎
子
に
絶
手
″

３
日
３
日
（
Ｔ
）
日
本
裳
藩

党
の
奪
理
中
げ磁
議
釘
の
■
警
喫

銀
に
は
、
虐
廃
き
誰
に
反
対
宵

３
蛯
輝
や
陣
〔
ｏ
方
々
き
は
じ

臥
大
勢
食
犠
略
が
伸
け
つ
け

ま

し
た

。

今
期
で
引
こ
す
Ъ
嚢
理
懇
曇

は

管
闇
の
島
簿
に
轟
現
①
議

口興
で
当
局
て
と
セ
に
、
☆
一え
て

く
ネ
た
ら
な
さ
ん
に
決
れ
①
菰

い
さ
つ
。
日天
確
甍
織
え
官
て
は
、

糞
理
善
興
て
繊
聴
ｔ
無
伊
し
た

こ
と
∩
海
い
資
理
さ
え
の
奥
さ

ん
に
坂
□
た
キ
ユ
延
庸
冶
伸

ミ
♯
奎
卜が
窪
ヽ
しれ
艶
６
撮
峡
ｔ

誌
ッ
ト
毎
蠣
景
で
し
た
。
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